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石
瀧
豊
美
著

明
治
六
年
六
月
の
大
草
魅
を
背
景
に
、
嘉
麻
郡
の
一
角
に
起
こ
っ
た
農
民
一
揆
は
、
た

ち
ま
ち
筑
前
全
域
へ
と
広
、
が
り
、
一
部
は
筑
後
地
方
を
も
ま
き
こ
み
つ
つ
、
一
揆
参
加
人

員
は
三
〇
万
人
（
あ
る
い
は
一
〇
万
）
と
言
わ
れ
、
福
岡
県
庁
焼
打
ち
に
ま
で
発
展
す
る
空
前

の
大
一
揆
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
筑
前
竹
槍
一
揆
で
あ
る
。

一
揆
は
そ
の
要
求
の
一
つ
に
「
解
放
令
＋
反
対
を
掲
げ
、
一
揆
の
過
程
で
被
差
別
部
落

の
二
〇
〇
〇
戸
以
上
の
家
屋
を
焼
き
払
っ
た
。
「
解
放
令
」
後
の
被
差
別
部
落
民
の
積
極

的
な
行
動
が
一
般
民
衆
の
目
に
傲
慢
と
映
り
、
次
第
に
発
火
点
に
達
し
で
、
一
気
に
爆
発

し
な
の
が
竹
槍
一
揆
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
筑
前
竹
槍
一
揆
の
本
質
的
評
価
と
い
う
意
味
で
は
、
「
解
放
令
」
反
対
の

要
求
・
行
動
を
軸
と
し
て
考
察
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
上
杉
聴
氏
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
筑
前
竹
槍
一
揆
は
は
っ
き
り
と
「
解
放
令
」
反
対
一
揆
と
し
て
定
義
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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∴／＼石瀧豊美（いしたき・とよみ）1949年，福岡市に生まれる。

大学は物理学科で，独学で歴史研究の道に入る。イシタ

キ人権学研究所所長，福岡地方史研究会会長，福岡県地

方史研究連絡協議会（福史速）副会長。明治維新史学会，

教育史学会，軍事史学会に所属。福岡県護国神社郷土史

講座ほかで講師を務める。近代史，教育史，地方史，部

落史を研究。主な著書＝『部落史は思ったよりおいしい

－石瀧豊美講演録』（イシタキ人権学研究所，2004年），

『身分としての百姓，職業としての百姓』（同，2007年），

『近代福岡の歴史と人物－異・偉人伝』（同，2009年），

『玄洋社－封印された実像』（海鳥社，2010年）。

当
…
…
…
”
看
主
な
内
容
漢

筑
前
竹
槍
一
揆
と
「
解
放
令
」

「
解
放
令
」
反
対
一
揆
に
な
け
る
民
衆
憲
誠
を
め
ぐ
っ
て
ー
筑
前
竹
槍
一
揆
を
例
に

筑
前
竹
槍
一
揆
－
　
『
筑
紫
野
市
史
』
他
か
ら
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